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ようこそ 

 
302は、オーディオのコントロールを必要とするプロダクションやカメラマン向けのポータブルミキサー
です。302の特徴は、その小ささ、柔軟性、コントロール、能力についてです。このクラスのプロフェッ
ショナル用としては、最もコンパクトでコストパフォーマンスの高いバッテリー駆動型ミキサーです。 
多くのポータブル製品と適合すると言う重要な特徴のもと、302はあらゆるプロフェッショナル用マイク
ロフォン、ワイヤレスシステム、カメラ/レコーダーの入力に接続することができます。そのマイクロフ
ォン入力は、ほかのサウンドデバイス商品と同様に、優れた回路構成を有しています。 
 
442ミキサーの最も重要なコントロールの多くを継承し、302はコンパクトで機能的なデザインという完
璧な特徴を兼ね備えています。3つのメインサーフェイスですべてのコントロールにアクセスすることが
できます。高機能な電源回路により、3個の内蔵 AAバッテリーや外部の 5～18VDCで運用できます。 
 
302は、プリアンプ、コンピューターインターフェイス、レコーダー、アクセサリーを提供しているサウ
ンドデバイスのフィールドプロダクションオーディオツールのひとつです。 
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クイックスタート・ガイド 

 
302は、音源と入力デバイスの設定が簡単にできます。基本的な接続は、下記の手順に従って行うことが
できます。 
 
電源 

1. AA（単 3型）バッテリーを 3本 + の方向からバッテリーチューブに入れます。 
 

2. 電源スイッチを INTにスライドし、電源を入れます。正常なバッテリーを入れると、電源 LEDが緑
色に点燈します。 

 
 
外部機器と接続 

1. 302の出力 XLRコネクタをレコーダー、カメラなどに接続します。 
 

2. マイクロフォンなどのシグナルソースを入力 XLRコネクタに接続します。 
 

3. 使用するマイクロフォンに応じて、ファンタムまたは Tパワーをオンにします。 
 
 
出力ゲインの設定 

1. 目的の入力レベルを決定します。ラインレベル接続が必要なとき、302において出力レベルの調整は
必要ありません。入力レベルがラインレベルより低い場合、たとえばマイクロフォンレベルや -10 
dBuレベルなどの場合、それに合わせてマスター出力レベルを調整します。 
 

2. 302のトーン・オシレータをオンにします。外部機器に対して 302の出力が十分なヘッドルームを持
つように入力の感度を調整します。多くのデジタルカメラやレコーダーでこれは、-20 から -12dBfs
の間です。アナログデバイスの標準レベルは通常 0 VUです。 

 
 
入力レベルの設定 

1. 入力チャンネルの全体のレベル、マイクロフォン、ラインを選択します。 
 

2. チャンネル・フェーダのゲインを調整します。 
 

3. ゲインコントロール(トリム)を上げ、ミキサーにシグナルが表示されるようにします。 
 
 
モニタリング 

1. ヘッドフォンを入力パネルのヘッドフォンコネクターに接続します。 
 

2. ヘッドフォンソースを STに設定し、ステレオプログラムをモニターします。ヘッドフォンのボリュ
ームを上げます。 

 
302のヘッドフォン出力が非常に大きなレベルになって耳に障害を起こす可能性があります。ソースを切
り替える前にレベルを下げておいてください。 

 
3. ヘッドフォン選択スイッチを 1、2、3の位置に切り替えて、個々のソースをモニターすることができ
ます。 
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フロントパネルの詳細 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1) フェーダー 
ミキシング操作中に入力レベルを調整するた
めのコントローラです。 

 
2) ピーク LED 
チャンネルレベルがクリッピングに到達する
ことを示して点灯します。 

 
3) リミッタ LED 
チャンネルリミッタが動作するとチャンネル
ゲインを減衰して信号がオーバーロードする
ことを防ぎます。LEDの点灯はリミッタ動作
を示します。 

 
4) ゲイン(トリム) 
おおまかに入力ゲインを調整します。入力感
度の初期設定を正しく行うことで、フェーダ
ーの操作によりレベルの微調整を行うことが
できます。 
 

5) 位相切替スイッチ-Input 2 
スイッチを入れると Input2だけが Input1と
３に対して位相が 180 度反転します。MS ス
テレオイメージを Lと Rで逆転させる効果も
あります。 
 

6) リミッタースイッチ 
入力と出力の両方のリミッタを有効にするス
イッチです。リミッタは、ON でデュアル-モ
ノ動作、LINK でステレオ動作します。出力
リミッタのスレッショルドレベルは Setup メ
ニューで設定できます。 

 
7) 出力メーター 
日光下でも見やすい 20セグメントの LEDメ
ーターです。ピーク・リーディング時、dBu
でキャリブレートできます。 

 
8) スレートMic / Tone スイッチ 

2ポジションのスイッチは、左側に倒す（モー
メンタリ）とスレートマイクロフォンが有効
になり、右側に倒す（ラッチ）とトーン信号
が有効になります。 
 

9) パン スイッチ 
インプットチャンネルをアウトプットバスへ
音声信号を割り振ります。Lch のみ、センタ
ー（左右とも同じレベル）、Rchのみの 3パタ
ーンを設定できます。 
 

10) ハイパス・フィルタ 
3 ポジションのスイッチで音声信号をローカ
ットします。過度な低域成分を減衰すること
ができ、12dB/octか 18dB/octを選べます。セ
ンター位置は Offです。 

 
11) ステレオリンク LED 

Input1と Input2が Setupメニューによりス
テレオリンクに組まれると点灯します。L/R
ステレオリンクでは Input2フェーダーで全体
のレベルを調整できます。MS リンクでは
Input1 ゲインが Mid、 Input2 ゲインが
Side(ステレオ成分)をコントロールし、Input2
フェーダーで全体のレベルを調整できます。 

 
12) メーター輝度 

LED 出力メーターの LED 輝度を調整できま
す。ボタンを押すごとに輝度を 4 段階に変更
します。 

 
13) メーター動作 
メーター表示可能な選択肢を変更できます。
メーター動作の種類：VUのみ、Peakのみ、
VU/Peak混在、VU/Peakホールド 
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14) ヘッドフォンソース切替 
メヘッドフォンへ送られる信号ソースを設定
します。選択支は、Input PFL 1,2,3、左出力
バス、右出力バス、モノラル、ステレオ、RTN
ステレオ、MS モノラル、MS ステレオ、
RTN-MS 

 
15) ヘッドフォン音量調整 
ヘッドフォン音量を調整します。注意：大き
すぎるヘッドフォン出力は、耳に障害を与え
る恐れがあります。信号ソースによっては非
常に大きな音が出る場合があることに注意し
てください。 
 

16) ヘッドフォン LED 
ヘッドフォンと RTN 回路で音声信号がオー
バーロードすると LEDが点灯します。 

 

17) バッテリーチェックボタン 
ボタンを押し続けると、内蔵電池と外部電源
の電圧をメーターに表示します。ボタンを離
してから 2 秒間は電池レベルが表示されたま
まです。 

 
18) 電源スイッチ / LED 

3ポジションスイッチで、電源の On / Off を
切替えます。スイッチ真ん中が Off で、左が
電池、右が外部 DC電源で Onになります。ユ
ニットの電源が入っていると LED が店頭し、
電圧が低下すると LEDが点滅します。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
入力パネルの詳細 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1) XLR入力 
トランスフォーマー・バランス入力。Pin1=
グランド、Pin2=ホット、Pin3=コールド。ア
ンバランス信号を入力する場合は Pin3 と
Pin1を短絡配線してください。 

 
2) Mic/Line スイッチ 
適切な入力レベルに切替えます。Mic レベル
は Lineレベルより 40dB以上のゲインを持ち
ます。 

 
3) マイク用電源スイッチ 
マイクロフォンに合わた適切なマイク電源の
種類を選択してください。DYN位置はマイク
電源 Offです。マイク電源は入力 XLRコネク
タごとに設定することができます。注意：T
電源は T 電源用マイクロフォンだけに設定し
てください。 

 

4) ファンタム電圧切替 
48V か 12V を選択するとすべての XLR コネ
クタのファンタム電圧に適用されます。スイ
ッチは 3 ポジションありますが、中央と左の
位置は同じ 12V設定で違いはありません。 

 
5) ヘッドフォン出力 

3.5mm TRSステレオヘッドフォン出力。8～
2000 ohm のヘッドフォンであれば一般的に
必要とされるレベルを鳴らすことができます。 
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出力パネルの詳細 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1) XLR マスター出力 
電子バランス出力  Pin-1 = グランド、Pin-2 
= ホット、Pin-3 = コールド。アンバランス
信号を接続する場合は pin-2 をグランドに接
続してください。 

 
2) バッテリーケース 

3 本の単三型電池を収納できます。アルカリ、
リチウム、ニッケル水素充電電池を使用して
ください。 

 
3) リターン(Ch-4/5) レベル調整 
リターン入力信号のレベルを調整します。リ
ターン入力はヘッドフォンモニターだけでな
く、チャンネル 4 / 5 としてプログラムへミッ
クスすることもできます。 

 
4) リターン(Ch-4/5) 入力 
リターンモニター用のアンバランスのステレ
オ 3.5mm 入力コネクタ。Tip=左 ch、Ring=
右 ch、Sleeve=グランド。Setupメニューで、
入力 4/5 chの入力に変更できます。 

 
5) ミックス入力 
マスターバスへ入力できるように設計された
302、442、MixPre、MP-2のTape Out/Mix Out
を、302 ミキサーの追加入力として利用でき
ます。Pin-1=グランド、Pin2=左 ch、Pin3=
右 ch。TA-3プラグの金属シェルが Pin-1に接
地するように配線してください。 

 

6) チャンネル 4/5 アクティブ LED 
Setupメニューでリターンモニターを Input4 
/5 と し て 設 定 し た 場 合 に 、 ”CH 4,5 
ENABLE”の LEDが点灯します。 

 
7) 出力アッテネーション LED 

Setupメニューで任意の減衰値を指定すると、
アッテネーションが有効になっていることを
示す LEDが点灯します。 

 
8) テープ出力 / ミックス出力 

TA-3タイプのアンバランス・ステレオ出力コ
ネクタ。マスター出力と同じプログラム音声
が出力されます。Pin-1=グランド、Pin2=左
ch、Pin3=右 ch。442や 302ミキサーのMix In
に接続してリンクすることができます。 

 
9) DC電源入力 

5～18VDC を入力することができます。ヒロ
セ 4 ピンコネクターの Pin-1 がマイナス、
Pin-4がプラスです。外部 DC回路は、音声回
路と完全に分離（フロート）しています。 
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入力 

 
302ミキサーの入力は３つのマイクロフォン用プリアンプ回路で構成されます。各入力はすべての入力信
号に対応する広いゲインレンジを持ちます。302は低感度のリボンマイク、ダイナミックマイクなどの信
号から、ワイヤレスレシーバーやコンデンサーマイクロフォンの出力のミディアムレベル、機材のライン
レベル出力に対応します。 
 
302 の入力チャンネルは、トランス-バランス型です。トランス型アイソレーションの特性は、様々な悪 
影響が発生しうる録音フィールドにおいて、電子バランス入力回路と比較して理想的なものとなっていま 
す。トランスフォーマーは、外部入力から直接的な電気接続を持たないガルバニック・アイソレーション 
を提供します。音声信号は磁気的に“変圧”されます。302 の入力トランスは、歪みを最小限に抑え、 
高解像度能力（特に低域で）を実現するために、プレミアム磁気コア材を使用しています。それらの本質 
的に高いコモンモードインピーダンスにより、トランスはコモンモードノイズリジェクションに対して、 
電子バランス入力に高い優位性を持ちます。 
 
302 の入力は、バランスまたはアンバランスどちらかの接続で使うことができます。アンバランスのと 
き、ピン-1 へピン-3 をグラウンドします。552 へのアンバランスとバランス接続間で、ゲインに変化は 
ありません。 
 
 

Mic/Line レベル設定 
 
各インプットチャンネルの入力レベルを選択してください。Mic/Line のスイッチで、XLR 入
力を適切なレベルに切換えてください。回路全体のゲインを換算すると、Mic入力から Line出

力まで 75dBの有効ゲインがあります。スイッチを Line位置にすると、入力感度が 40dB減衰します。 
 
 
ゲイン (トリム) 

 
従来からのミキシングコンソールと同様に 302の入力感度は Gain (Trim) ノブで調整されます。 
フェーダーをユニティゲイン(0dB か 12時位置) に設定してから、Gain (Trim) ノブで適切に調

整します。セットアップにおいて大雑把なゲイン調整を Gain (Trim)で行ってください。ゲインが目的の
レベルに調整できたら、Gain (Trim) ノブを押し込んで、不意の操作でゲインが変わらないようにノブを
表面下に隠してください。 
 
 
チャンネル・フェーダ 

 
チャンネルフェーダーは、ミキシング操作時における主となるレベルコントロールです。ミキシング中は
フェーダーを使って精密なレベル調整を行うことができます。 フェーダーは、オフ（反時計方向回し切
り）から +15dB までレベルコントロールが可能です。 
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ファンタム／Tマイク電源 

 
このスイッチは、XLR コネクターに適用される電源のタイプを選択します。302 はファンタ

ムと T 電源のどちらかを、各チャンネルにそれぞれ供給することができます。ダイナミックマイクを使
うような、ファンタム電源か T電源を必要としない場合、スイッチを DYN位置にしてマイクロフォン電
源をオフにしてください。 
 
ファンタム電源 
 
ファンタム電源は 12Vと 48Vのどちらかを選択できます。電圧は XLRコネクターの pin-1に対して抵抗
を介して pin-2 と pin-3 に供給されます。 ファンタム電源が供給されていても、ダイナミックマイクロ
フォンは通常通りに使用することができます。 
 
302は、各入力に 48Vで 10mAまで供給できるので、消費電力の大きなコンデンサーマイクロフォンに
も対応します。 多くのファンタム電源を必要とするマイクロフォンは 48Vを必要とせず、12Vでも動作
します。12Vファンタム電源でマイクロフォンを使用することで、302の電池寿命を延ばすことができま
す。ファンタム電源の電圧は 12Vか 48Vのどちらかを選択でき、選択された電圧がすべての入力チャン
ネルに適用されます。 
 
 
T電源 
 
T電源は、ヨーロッパのマイクロフォンメーカーによって使われた規格です。昨今、T電源仕様のマイク
ロフォンはファンタム電源仕様のマイクロフォンほどポピュラーではないものの、今だに現役で使われて
います。ファンタム電源と違い、T電源は音声信号用の pix-2と pin-3の間に 12Vが供給されます。T電
源は各入力チャンネルで選択できます。 
 
赤点(red dot) の T 電源マイクロフォン（位相逆転）を使う場合、位相反転アダプターを XLR 入力に使
用してください。さもないとマイクロフォンが故障する恐れがあります。 
 
 
ファンタム電源と T電源に互換性はありません。 T電源は T電源用マイクロフォンでのみ使用できます。

 
 
スイッチが DNY (ダイナミック) 位置にあるとき、マイクロフォン入力には電圧は供給されません。電源
を必要としないマイクロフォンを使用する場合は、スイッチを DYNにしておくことをお勧めします。フ
ァンタム電源が不必要に供給されていると、貧相なケーブルによってマイク入力にノイズが発生する可能
性があります。リボンマイクロフォンを使用するときや、不適当な配線のケーブルを使用する場合、ファ
ンタム電源の供給によりマイクロフォンに重大な損害を与えるかもしれません。 
 
 
 
ハイパス・フィルタ 

 
302 の各チャンネルには、2 ポジションのハイパス・フィルタがあります。ハイパス（またはロ
ーカット）フィルターは、音声信号に含まれる過度な低域周波数を取り除くために使用されます。
80Hz以下には必要とするオーディオ成分が含まれないため、ほとんどの音素材、特にスピーチで

ハイパス・フィルタの使用はメリットになります。 
 
302 のハイパス・フィルタは、カットコーナー(-3dB) が 80Hzか 160Hzの周波数において、12dB/オク
ターブ です。160Hz設定は、フィルターをより強くかけたい場合に使われます。302のハイパス回路は
オペアンプ増幅よりも前段に位置しています。ほとんどのミキサーのハイパス回路はマイクプリアンプよ
り後段に位置し、低域周波数成分も一緒に増幅された後でフィルターをかけることになります。302のフ
ィルターならば増幅する前に低域成分を除去するので、低域成分を含みつつ高いヘッドルームを確保する
ようレベルを調整することができます。 
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302のハイパス・フィルタだけに頼ることなく、可能であればマイクロフォンの種類を変更したり、ウィ
ンドスクリーンを仕様したり、マイクロフォンの位置を変えたりマイクロフォン内蔵のフィルターを使う
などの工夫をすることをお勧めします。マイクロフォンによっては内蔵フィルターを備えるものがあり、
302のフィルタと共に使うことでフィルター・スロープに変化をつけることができます。 
 
ハイパス・フィルタは、スイッチが中央位置でオフです。 
 
 
パン・スイッチ 

 
パン・スイッチは入力信号をアウトプット・バスへアサインします。入力信号は、Left 、Center、
Rightへ送られます。Left位置か Right位置にあるとき 302は非常に優れたオフ・アッテネーシ

ョン（良好な L/R クロストーク）を持ちます。パン・スイッチを使うと、別々のミキシングとして L と
Rチャンネル出力へ信号を送ることができます。例えば、全 3チャンネル入力をモノラルミックスにサミ
ングして Rチャンネルに送りながら、1入力チャンネルを Lチャンネルに送ることが可能です。 
 
 
入力リミッタ 

 
302の入力リミッタは「セーフティ」リミッタとして単独に働きます。フロントパネルの「LIM」スイッ
チで出力リミッタを有効にすることで、同時に入力リミッタも有効になります。 
 
通常操作で正しいゲイン設定になっていれば、入力リミッタのスレッショルドに達することはありません。
高 SPL 環境のような、過度な入力信号レベルが発生したときに、入力リミッタが働いて信号がクリップ
するのを防ぎます。入力リミッタを無効にすると、高い信号レベルによってオーバーロードとなり、チャ
ンネルに歪みが発生します。 
 
Sound Devicesは入力リミッタを常に有効にしておくことをお勧めします。入力リミッタはスレッショル
ドレベル（クリップする直下）以下のオーディオに影響することはありません。Input1と Input2がステ
レオリンクされていれば、リミッターもリンクされて動作し、両チャンネルに渡って同じゲインリダクシ
ョンが適用されます。 
 
 

LED 
各チャンネルにはは橙色のリミッタ LED があり、リミッタ量に応じて点灯します。もしチャンネ
ルリミッタ LEDが点灯していたら、Gain(trim) ポットを左方向へ調整してチャンネルのゲイン量
を減らしてください。 

 
 
ピーク LED 

各チャンネルには、クリッピングレベルより 3dB以下で点灯する赤色のピークLEDがあります。
もし赤いピーク LEDが頻繁に点灯するようだったら、Gain(trim) ポットを左方向へ調整してチ

ャンネルのゲイン量を減らしてください。 
 
 
位相変換 (Input2) 

 
Ch-2の入力位相を反転させるスイッチです。ステレオ関係での他チャンネルとの逆相状態をすばや
く反転するために用います。通常位置は Off ポジションで、逆相が発生したときに、φ位置にスイ
ッチを設定します。 

 
位相スイッチを操作するとポップノイズが発生するので注意してください。 
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ステレオリンク (Input 1&2) 

 
ステレオリンキングは、Inp-1と Inp-2を 1ペアのステレオとして制御したい場合に使います。ステレオ
マイクロフォンやステレオラインソースを 302 で使用するときに便利です。ステレオリンキングは１つ
のフェーダーを使って両方の入力を全体的に制御することができます。 
 
ステレオリンキングには、X/YリンクとMSステレオの 2種類があります。ステレオリンキングは Setup
メニューで有効にすることができます。 
 
X/Y ステレオリンク 
ステレオマイクロフォンを使用する際に、Inp-1と Inp-2を単純にステレオペアとして制御できます。X/Y
ステレオリンクは Setupメニューで設定することができます。X/Yステレオリンクに設定しても、Inp-1
と Inp-2 のパンスイッチはそれぞれのチャンネルでルーティング機能を保持します。Ch-2 のフェーダー
はステレオペアの両方のレベルを制御します。Inp-1と Inp-2の Gain (Trim) ポットとハイパスフィルタ
はそれぞれのチャンネルで機能します。リンクされると Inp-1と Inp-2のリミッターもリンク動作します。 
 
 
MS ステレオリンク 
SetupメニューでMSステレオリンクが設定されると、Inp-1と Inp-2はMS（ミッド＆サイド）ステレ
オペアとしてリンクされます。MSは、モノラルコンパチビリティ、サラウンドコンパチビリティなどの
音像再現性に優れる点でポピュラーな方式です。 
 
302のMSマトリクスは Inp-1をミッド信号、Inp-2をサイド信号として使います。Inp-2のフェーダー
制御はMSステレオペアの両方のレベルを制御します。Inp-2のフェーダーと Inp-1と Inp-2のパンスイ
ッチは無効となります。Inp-1と Inp-2の Gain (Trim) ポットとハイパスフィルタはそれぞれのチャンネ
ルで機能を保持します。Inp-1と Inp-2のゲイン制御は、ミッドとサイドのそれぞれのレベル調整に使用
されます。Inp-2のゲインはステレオの広がり調整に影響します。 
 
 

Input 4 &5 
 
 
3 チャンネル以上の（ワイヤレスレシーバーなどの）入力が必要となった場合に
RTN 入力を利用できます。リターンコネクターは入力チャンネルの Inp-4、Inp-5

として機能します。この機能は Setupメニューで設定する必要があります。 
 
Inp4、Inp-5の入力信号は Lバス、Rバス、あるいは L/R両方に送ることができます。入力感度は、3.5mm
メスコネクターの並びにある、RTN-L(Ch4) と RTN-R(Ch5) のトリムコントロールで調整します。 
 
RTN (Inp-4と Inp-5) 入力はアンバランスステレオ入力で、テープレベル（ラインレベル）出力デバイス
を接続してください。マイクロフォンは接続できません。 

 
RTN入力コネクターが、Inp-4 / Inp-5として使用されているとき、CH 4,5 ENABLEの LEDが点灯し
ます。 
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出力 

 
302は 2バスミキサーです。各入力は Lバスと Rバス間を「ハード・パン」でき、ステレオかデュアル
モノとして 302 ミキサーを使用することができます。一般的にダイアログ（台詞）はモノラルで録音さ
れ、各出力コネクターはカメラかオーディオレコーダーへ別々に接続されます。302 のマスターXLR 出
力と Tape Outputは共通の出力コンテンツです。 
 
302にはマスターレベルコントロールはありません。ファクトリー設定はユニティゲイン、か 0dBです。 
 

XLR出力 
 
２つの XLR出力は電子バランス回路です。バランス接続、アンバランス接続のどちらでも使うことがで
きます。アンバランス機器に接続するときは、ホット極の pin-2とグランド極の pin-1を使い、pin-3は
フロート（無接続）させてください。 
 

XLR出力レベル 
 
XLR出力レベルは Setupメニューで（フィジカルなMic/Lineレベルスイッチではなく）設定します。工
場出荷時設定では、302はラインレベル（0dB）に設定されています。XLRコネクターの並びにある出力
アッテネーション LEDは、ラインレベル以外に設定された場合に点灯します。 
 
 
 
 
 
 
LineレベルかMicレベル（またはその中間レベル） 
 
XLR出力レベルはラインレベル（0dB）から低マイクレベル（-56dB）までどの段階へも減衰させること
ができます。Lと Rの両方の XLR出力コネクタは一緒に同じレベルへ設定されます。（Lと Rを別々の
減衰値に設定することはできません。） 
 
減衰は 0から－16dBまでの 2dBステップ、あるいは－40から－56dBまでの 2dBステップで調整でき
ます。コモン減衰レベルは、－10dB（Auxレベル）、－40dB（hot Micレベル）、－56dB（low Micレベ
ル）が可能です。 
 
Setup メニューの中で XLR 出力レベルを減衰させるには、どの程度の減衰が適用されるかを LED の点
灯位置から読み取って設定します。例えば、－40dB 減衰の場合は、Rch メーターが－30dB 点灯、Lch
メーターが－10dB点灯の状態に設定します。 
 
出力レベルは、接続先のデバイス（カメラ、レコーダー、トランスミッター等）の入力レベルに合わせる
必要があります。302の独特のゲイン・ストラクチャーは、接続されるユニットに合わせて 302の出力を
細かく設定できて便利です。 
 
XLR出力を LineレベルからMicレベルへ減衰させるには。 
 
1. ミキサーの電源を切ります。 

 
2. Peak/VUボタンを押しながら、ミキサーの電源を入れます。Lchメーターの－30 LEDが点滅を始め
る（Setupメニューに入る）まで PK/VUボタンを押し続けてください。 
 

3. Setupメニューに入ったら、Lchメーターが－30 LEDが点滅していると XLR出力アッテネーション
が Setupメニューの最初のオプションです。強く 0dB LEDが点灯していると現在の設定は Lineレ
ベル（0dB）です。 
 

4. 輝度調整ボタン(down)で減衰を調整できます。Rchメーターの－30 LEDまで downボタンを押すと
Lchメーターの－10 LEDが点灯します。 
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5. PK/VUボタンをメーターがダンス（交互にムービング）するまで（何度も）押すと Setupメニュー
を終了します。 

 
設定が保存され、右側面の LED（OUT ATTEN）が点灯します。 
 
 

Tape Out (Mix Oputput) 
 
テープ出力はMiniDisc、DAT、カセットレコーダーのようなコンシューマー機器へ接続するの
に用います。302 はアンバランスの 2 チャンネル出力をコンシューマー機器レベルで、スイッ
チクラフト製 TA3Mタイプのロック式コネクターに出力します。 
 

テープ出力のソースは XLR出力と同じです。テープ出力レベルは－15dBuノミナルレベル固定で、XLR
出力とは電気的に独立しています。テープ出力は、Sound Devices社製の他のミキサーへリンクするため
にも使用することができます。 
 
 

Outputリミッタ 
 
各入力チャンネルにリミッタがある他に、302はソフトウェア制御の出力リミッタを持ちま
す。出力リミッタは接続されたレコーダー、カメラ、ワイヤレストランスミッタへのオーバ

ーロードを未然に防ぎます。出力リミッタはオプトアイソレータ式ピークリミッタ回路です。出力リミッ
タのスレッショルド値は Setupメニューで設定できます。出力リミッタのスイッチは、Linkか LIMの２
つの位置があります。 
 
Link (ステレオ） 
 
スイッチを LINK 位置にすると、出力リミッタは各 L/R 出力バス上で働きます。もし一方の出力がリミ
ッタ動作を開始すると、もう一方のバスも準じて動作します。これは 302 をステレオミキサーとして使
うときに適するモードで、出力リミッタはステレオイメージを崩すことはありません。 
 
LIM（デュアルモノ） 
 
各出力バスを分離して使う場合には、スイッチを LIM 位置にします。各出力リミッタは分離します。各
バスを独立したミックスバスとして使う場合にデュアルモノモードでリミッタを動作させます。 
 
 
ヘッドフォンモニター 

 
 
 
 

302は柔軟なヘッドフォン回路を持ち、様々なオーディオ信号をヘッドフォンでモニターすることができ
ます。302は、ほとんどのプロフェッショナルヘッドフォンのインピーダンス範囲である 8 ～ 1000 ohm 
をカバーします。 
 
302のヘッドフォン出力が非常に大きなレベルになって耳に障害を起こす可能性があります。ソースを切
り替える前にレベルを下げておいてください。 

 
 
ヘッドフォンレベルコントロールは、ヘッドフォンへ送られる音量を調整します。レベルコントロール調
整は左右のヘッドフォン出力を同時に調整します。 
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HPモニターセレクター 

 
さまざまな信号ソースをフロントパネルのロータリースイッチで選択することができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

HPレベルとオーバーロード LED 
 
ヘッドフォンレベルコントロールはヘッドフォンへ送られる音量を調整します。調整ノブの並びにある
LEDはヘッドフォン回路のオーバーロード時に点灯します。LEDは RTN信号のオーバーロード時も点
灯します。 
 
リターン・モニタ 

 
 
 
 
 
 

ロータリースイッチが RTN位置に設定されると、RTNと表記された 3.5mmジャックに入力されたオー
ディオソースをヘッドフォンでモニターすることができます。リターン・モニタはカメラやレコーダーか
らのオーディオをモニターするのに便利です。 主な用途は、カメラのヘッドフォン出力を 302のリター
ンに接続します。リターン・モニタのはヘッドフォンレベルで調整し、リターンレベルの感度は RTN L
と RTN Rのトリムノブで調整することができます。 
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トーン信号／スレートマイク 

 
3ポジションのスイッチは、トーン・オシレータとスレートマイクロフォンを制御します。Tone/Slateス
イッチはフロントパネルの右上に位置します。スイッチは右側のパネルせりだしによって、誤操作しない
よう保護されています。トーン・オシレータが有効になると入力はミュートされます。 
 
 
 
トーン・オシレータ 

 
トーンは 302 と接続先のユニットとのゲインレベルを設定するのに用いられます。トーン・オシレータ
はスイッチのラッチ位置を使います。MIC / 1K とスイッチの関係は Setupメニューで変更することがで
きます。 
 
工場出荷時設定で、トーンは 1kHzトーン、0dBuを出力します（XLR出力がラインレベルに設定されて
いる場合）。もし基準レベルが+4dBuのアナログビデオカメラと接続している場合には、Setupメニュー
で調整できます。Setupメニューでトーン周波数と出力レベルを調整できます。トーン機能を完全に無効
にすることもできます。 
 
トーンを有効にした時に、ヘッドフォンをしているエンジニアの耳を守るために、ヘッドフォン出力を
20dB減衰します。この機能は Setupメニューで無効にすることもできます。 
 
Left / Right チェック 
 
トーンが有効な時、バッテリーチェックボタンを押すと、Lchを定期的にレベルが 0dBと－20dBに交互
に変わるので、左右のケーブル接続が正しいかを確認することができます。トーンをオフにするか、もう
一度バッテリーチェックボタンを押すと交互切替が止まります。 
 
 
スレートマイク 

 
スレートマイクロフォンはミキサーを使用して、音声的なノート（メモ）を残すために使います。このマ
イクロフォンの音質は、録音シーンの補足をするのに適するもので、作品を残すための録音シーンには適
していません。工場出荷時設定で、スレートマイクのスイッチはモーメンタリ側に設定されています。 
 
Setupメニューで、スレートマイクロフォンの吹き込み前の 1秒間に 400Hzのトーンを出力する設定が
可能です。スレートマイクの信号は L/R 両方の出力へ送られます。誤操作によるスレートマイクの介入
を防ぐために、Setupメニューで完全にスレートマイク機能を無効にすることができます。また、MIC / 1K 
とスイッチの関係は Setupメニューで変更することができます。 
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メーター 

 
302のメーターはオーディオ信号の様々な情報をエンジニアに伝えます。ピーク（PPM）、平均レベル（VU）、
両方のコンビネーション、といった多種のメーター指示特性は、Sound Devicesの LED式メーターの特
色です。302メーターは、従来のメカニカルメーターや液晶メーターのような使用上の制限がありません。
液晶メーターは低気温での表示が弱点であり、メカニカルメーターは振動に弱いという点でフィールドユ
ースに理想的とはいえません。 
 
302のメーターは、大型の 442ミキサーや 7シリーズレコーダーと同じテクノロジー、ソフトウェアによ
る設定方法を踏襲しています。 
 
 
ソース（音源） 

 
メーターは出力バスのレベル、PFLレベル、RTN入力レベルを表示します。デフォルト操作では、常に
出力バスを表示し、PFLが有効となってヘッドフォンでモニターをするときにはメーターにも PFLレベ
ルが表示されます。操作・表示に関して、Setupメニューで変更することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
スケール 

 
メーター上でピーク情報をみるとき、スケールは dBu でピークを読むことができます。VU（Volume 
Units）情報を見るとき、スケールは VUユニットで読むことができます。 
 
他のアナログミキサーと異なり、302は 0VUを+4dBuではなく 0dBuリファレンスとします。もし接続
先の機器とのマッチングで+4dBUリファレンスとしたい場合は Setupメニューで変更できます。 

 
302 のスケールはデジタルレコーディング用にデザインされており、－30dBu から 0dB（－50 から
0dBFS）の情報を提供することができます。ユーザーがメーターの緑色である高解像度メーター部分にレ
ベルを合わせれば、12 から 20dB のヘッドルームを持たせて録音できることを意味します。また、メー
ターカラーは0dBUで橙色に、+8dBuで赤色に変わります。これはデジタル的には－20dBFSと－12dBFS
に相当し、これらは今日のデジタル録音デバイスに使いやすいデザインとなっています。 
 
 

IRTスケール・コンプライアンス 
 
302 のメータースケールはドイツの IRT スペックに準拠するようシフトすることができます。Setup メ
ニューの項目 8でメータースケールをシフトできます。 
 
 
メーター指示特性 

 
メーターバリスティクスは、オーディオ信号の躍動感を LEDメーターで視覚的に表示する特性です。302
のフロントパネルにある PK/VUボタンを押すと、次のバリスティクス表示に移行します。工場出荷時設
定では、表示順番は VU → Peak → Peak-Hold+VU →Peak+VU です。Setup メニューで選択内容を
変更できます。 
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Peak 
302に接続された機器へのオーバーロードを防ぐために、ピーク信号の絶対値を表示する重要な設定です。
Peak-only の設定がヨーロッパでは定番でしたが、PPM/VU のコンビネーション表示に置き換わりつつ
あります。 
 
 
VU 
オーディオ信号の平均音量を表示するために VU表示用に調整されます。この設定はアナログレコーダー
に接続するときやピークレベル表示と一緒に確認する場合に便利です。VUメーターは、実際のオーディ
オレベルより遅いレスポンス対応となるためデジタルデバイスと接続された時には不向きです。 
 
Peak + VU 
この設定は、ピークの絶対値とオーディオ信号の平均ラウドネスを同時に表示できるので、非常に情報豊
かな表示方法です。 
 
Peak_Hold + VU 
ピーク＋VU と同じ表示ながら、ピークレベルが 1500m 秒保持されます。ピークホールドは、オーディ
オ信号が規定のスレッショルドを超えるはずのない不意なコンディションによるオーバーロードが発生
したときに役立ちます。このホールド機能により気付きにくいピーク値を確認することができるようにな
ります。 
 
バリスティクス・ロック 

 
バリスティクス設定が不意に変更されてしまうことを防ぐことができます。輝度調整ボタンを押しながら、
バッテリーチェックボタンを押すと PK/VUボタンをロック・アンロックすることができます。 
 
 
輝度の調整 

 
出力メーターはさまざまな光源下において読みやすく調整することができます。メーター輝度は 4段階に
調整できます。302のフロントパネルの輝度調整ボタンを何度か押して、使用中の環境に合わせた輝度に
合わせてください。 
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ミキサーのリンク 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
302に入力数を増やすには、追加のミキサーを 302のMIX INに接続（リンク）することができます。ア
ンバランス入力のMix Inコネクターは、Sound DevicesのMixPre、302、442ミキサーと直接つなげる
ことができます。これらのミキサーのMix Out / Tape Outを 302のMix Inに単純に摂津属すると、こ
れらのミキサーの入力が 302の出力バスへミックスされます。 
 
442とリンクされると、302と合わせて 7チャンネル入力となります。一般的に 442とリンクされると、
442がマスターとして使用され、442の Mix Inへ 302の Mix Outがリンクされます。442出力には全
7ch入力がミックスされます。 
 
Sound Devices XL-1Bケーブルで、複数の 302ミキサー、442ミキサーと接続できます。 
Sound Devices XL-3ケーブルで、MixPreと 302をリンクすれば 5ch入力システムとなります。 
 
 
リンクケーブルで pin-1コネクターがコネクターシェルに短絡されていないと、Mix In接続を有効にでき
ません。 

 
 
電源 

 
302は内蔵バッテリーか外部 DCのどちらかで駆動することができます。電源効率に優れる 302は、（フ
ァンタム電源オフで）ほぼ 1 日分のプロダクション作業を 3 本の単三型アルカリ電池で運用できます。
（注：目安として 6時間弱。）多くのユーザーは、ミキサーとワイヤレスレシーバーには外部電源を使う
のが一般的ですが、302は内蔵電池を主電源として（またはバックアップ電源として）運用することが可
能です。 
 
 
電源スイッチと LED 

3 ポジションのスイッチは、INT（内蔵電池）、EXT（外部 DC）、オフがあります。302 の電源回路は、
通電開始後に回路が安定するまでおよそ 10秒間かかります。電源回路が安定すれば、電源スイッチを INT
から EXTに切り替えるのに十分な電荷容量を持つので、切替時に音声が途切れることはありません。 
 
電源 LEDは、電源ソースが良好な状態であれば緑色に点灯します。電源ソースがスレッショルド電圧以
下になると、電源 LEDは点滅を始めます。LEDが点滅を始めたら電源ソースの交換をお勧めします。 
 
 



 

18 V3.6   Features and specifications are subject to change. Visit www.sounddevices.com for the latest documentation.  
 

 
内蔵バッテリー 

 
302は独特のバッテリーチューブに単三電池を 3本収納します。堅牢なチューブは電池が液漏れから 302
内部基板を守ります。シールドしたニッケル・キャップは 302 の筺体から飛び出していて、電池交換を
簡単かつクィックに行うことができます。バッテリーチューブは並びの XLRコネクターに邪魔にならな
いよう長くなっています。 
 
302を長期間使用しないときはバッテリーを取り外して保管してください。 

 
 
外部 DC電源 

 
外部 DCを利用することでミキサーの通電時間を延ばすことができます。302は 5V～18Vの DC電源で
駆動することができます。もし Sound DevicesのWX-WPH3のような AC-DCコンバーターを使う場合
は、電圧が 5～18Vで少なくとも 4ワット電力のものを用意してください。もしミキサーに規定以上の電
圧がかかった場合は、内部のポリヒューズがオープンになってミキサーをダメージから守ります。オープ
ンになったヒューズは電圧をかけないで数分待てばリセットされます。 
 
外部 DC電源は、同じ DC電源ソースをシェアする機材からのグランドループを抑えるために、電源回路
がフロートされています。外部 DCコネクターは Hirose 4-pinメスです。302に適合するプラグは Hirose
のロック式 HR10-7P-4P  (Sound Devicesのパーツ番号は XL-H) です。Pin-1はマイナス、pin-4はプ
ラス電極です。 
 
 
電圧のメーター表示 

 
バッテリーチェックボタンを押している間、内蔵電池と外部電源の電圧を出力レベルメーターで表示しま
す。Lchメーターに内部電池、Rchに外部電源を表示します。外部電源にはさまざまな種類の電源タイプ
が接続される可能性があり、Setupメニューで外部 DCの電圧メーターの設定を行うことができます。電
源メーターは、電源状態が良好で高電圧のときに左側（緑色）、消耗すると右側にドット点灯が表示され
ます。 
 
消費電力 

 
302は状況により様々な消費電流を必要とします。302の機能によっては直接、消費電流に影響を与えま
す。次のリストは消費電流を必要とする機能をリストアップしています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
個々の設定やミキサーの使用状況によって通電時間が変わるので、前もって電池の持続時間をテストする
ことをお勧めします。 
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セットアップ・メニュー 

 
302 は、18 個のセットアップを持ちます。セットアップで行われる内容は、通常オペレーションで頻繁
に変更する内容ではありません。Setupメニューで、これらの機能に簡単かつ直接ミキサーのフロントパ
ネルからアクセスすることができます。 
 
セットアップに入るには 

 
Setupメニューにアクセスするには、次の手順を行ってください。 
 
1. ミキサーの電源を切ってください。 
2. PK/VUボタンを押しながら、302の電源を入れてください。 
3. Setupメニューに入っています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Setupメニューに入っている間、ミキサーは音声を通しません。設定中は、Lchメーターの LEDが点滅
して現在設定している項目を示します。Rchメータは現在設定中の値を示します。 PK/VUボタンを押す
と、Setupの次の項目へ進みます。Setupメニュー項目は進むことしかできません。もし設定したい項目
を通り過ぎてしまったら、Setupメニューを一度終わらせてもう一度入り直してください。 
 
値を調整するには、輝度ボタン(下) か BATTボタン(上) を押してください。設定項目によって選択肢の
数が異なり、２つしかない設定の場合と、たくさん設定値を選べる場合があります。 
 
 
セットアップ例 
 
次の例では、トーン周波数をの 1kHz（工場出荷時設定）から 100Hzへ変更するものです。 
 
1. PK/VUボタンを押しながら電源を入れて設定モードに入ります。 －30の LEDが点灯するまでボタ
ンを離さないでください。 
 

2. PK/VUボタンを数回押して、Lchメーターの LEDが －16位置になるようにしてください。 
 

3. 輝度(下) ボタン か BATT(上) ボタンを押して、パラメータ値を 100Hz（－24 LED）になるように
移動させます。 
 

4. PK/VU ボタンを何度も押して、メーターがダンスするまで押します。これにより新しい設定がメモ
リーへ上書きされます。 

 
新しい設定値をメモリーに保存するには、PK/VU ボタンを何度も押して最後の設定まで辿り着かなけれ
ばなりません。最後の設定の次に進むとメーターが L と R が交互にダンスして、設定値がメモリーへ保
存されます。 
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ユーザーデフォルト 
 
ユーザー独自のデフォルト設定をメモリーに保存しておくことで、ミキサー設定をロードすることができ
ます。ユーザーデフォルトは、工場出荷時設定とは異なるベースラインとなる設定を保存するものです。
ユーザーデフォルトを保存するには次の手順を実行してください。 
 
1. 輝度ボタンとBATTボタンを押しながら電源を入れます。（LとRのメーターが一緒にダンスします。） 
2. 現在のミキサー設定がユーザーデフォルトとして登録されます。 
 
ユーザーデフォルトをロードするには、Setupメニューの中でリストアを適用してください。 
 
 
カスタムデフォルト 
 
ユーザーデフォルトとは別にもう一つのユーザー登録を行うことができます。カスタムデフォルトを保存
するには 輝度 + PK/VU + BATT の３つのボタンを押しながら電源を入れます。 
 
 
セットアップリストア方法 
 
Setupメニューに入り、Lch:LED12が点灯状態で、Rchをロードしたい番号に合わせてください。 
 
Rch : -26 = User Default / -24 = Factory Default / -22 = Custom Default 
 
 
 
出力リミッタの調整 

 
出力リミッタのスレッショルドは、+4dBuと+20dBuの間で 1dBステップで調整できます。スレッショ
ルドレベルは下側のメーター（Rch）上の点灯 LED に示されます。LED の数値間隔が 4dB ステップで
刻まれていることから、２つの LED 値の点灯と点滅の組み合わせによってリミッタレベルを示します。
工場出荷時設定は 20dBuです。BATTボタンか輝度ボタンを押すごとにスレッショルドは 1dBずつ移動
します。スレッショルド値は以下の３つの方法で示されます。 
 
・ １つの LED点灯：LEDの値がそのままスレッショルド値 
・ ２つの LED点灯：２つの LED値の真ん中（偶数）値 
・ LED点滅と隣の LED点灯：1個点灯から点滅方向に 1dB大（または小）の値 
 
 
右の２つの例は、+10dBu と+11dBu を
示します。 
 
 
 
 
 
 
<補足> 
スレッショルド設定値と LED点灯（点滅）の実例： 
 
 
 
 
 
 
 
   +8dB         +9dB       +10dB       +11dB       +12dB 
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ゲイン設定と相互接続 

 
302独自の出力アッテネータ回路は、Setupメニューで調整することができます。これは 302の出力メー
ターピックアップポイントより後段でのマスターゲインコントロールを意味します。この調整で、302の
出力レベルを、接続先のレコーダーデバイスに合わせることが可能です。正しく設定すると、システムの
ダイナミックレンジが最大となり、302のメーター表示がレコーダーのメーター表示と一致します。 
 
説明をシンプルにすると、442ミキサーの Line / Tape / Mic のハードウェア出力スイッチ設定を想定す
れば、302では、0dBが Line、10dBが Tape、40dBがMicに相当します。 
 
<補足> 
302の Setupメニュー－30 のゲイン設定範囲は、0 ~ -16と、-10 [-40dB] ~ -26 [-56dB] の 2段階で LED
が点灯表示します。（0からレベルをゲインを下げていくと -16の次は-10が点灯） 
 
正確に 302の出力を接続先のレコーダーデバイスに合わせるために、302の出力を 2dBステップで、ラ
インレベルで 0～16dB (line /tapeレベル)、マイクレベルで 40～56dB へ減衰調整することができます。
もし、40dBの減衰でも接続先の機材にとってレベルが大きすぎるのであれば、アッテネータ設定を 50dB
以上にする必要があります。 
 
レコーダーデバイスへ 302が接続されるとき、相互のレベル設定を最善のものにするには、302の出力ク
リップレベルをレコーダーの入力クリップレベルに一致させることです。302の出力レベルを調整したあ
とは、レコーディングデバイスの入力ゲインは固定しておくことで次の２つが実現します。 
 
1. 録音のダイナミックレンジが最大化 
2. ミキサーレベルを 302のレベルメーターで調整することがシステムレベルの監視を意味する。 
 
302のレベルクリップがレコーダーのクリップと一致するのであれば、レコーダーのレベルメーターは無
視することができます。302のメーターとレコーダーのメーターが一致すればクリップポイントも一致し
ます。ほとんどのレコーダーのメーター指示特性とスケールは異なるので、302のメーターがレコーダー
のメーターと完全に一致することは不可能です。しかし調整によってクリップレベルは一致することとな
ります。 
 
 
フルスケール・トーン 

 
302の出力クリップレベルをレコーダーのクリップレベルと一致させれば、302はフルスケール・トーン
出力機能を持つことになります。「フルスケール」は「クリッピングレベル」を意味します。フルスケー
ル・トーンを有効にするには、Setup メニューの －30 位置で TONE スイッチをオンにします。これを
行うと、非常に大きなトーン信号が出力されて、エンジニアの耳を痛める恐れがあるので注意してくださ
い。ヘッドフォンレベルや接続先のアンプのボリュームが下がっていることを確認してください。 ゲイ
ンストラクチャの設定方法は次の手順を実行してください。 
 
1. 302の XLR出力をレコーディングデバイスに接続する。 
2. Setupメニューに入る。（－30位置） 
3. 302に接続されるヘッドフォン、アンプの音量を下げる。 
4. Toneオシレーターのスイッチをオンにする。 
5. レコーディングデバイスの入力ゲインを規定位置（規定位置が無い場合は中央位置）にする。 
6. 302の出力レベルを up / downボタンを押して、レコーダーのメーターがクリッピングレベルのすぐ
下を示すように調整する。 

7. もし 302 の出力レベルが 0dB で、レコーダーがクリップしていなければ、レコーダーのゲインをク
リップするまで上げる。 

8. レコーダーのゲイン調整ノブをテープなどを貼って固定する。 
9. PK/VUスイッチをメーターダンスするまで何度も押して 302の Setupメニューを終了する。 
注意：Setupメニューはメーターダンスまで進めないと保存されません。 

10. （音が歪まないように）302のリミッタを常に有効にしておくことをお勧めします。 
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Setup Menu （v3.6） 
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仕様 

 
Measurement settings (unless otherwise specifi ed): Gain controls for the channel being measured at 
mid point, all other channels gains fully down; pan switches centered; high-pass off; inputs in ‘mic’ 
position; outputs in ‘line’ position. Mic input driven with 150 ohm source. Outputs measured with 
100k ohm load. Temperature at 25º C. 
Maximum Gain, typical (trim, fader, master, phones RTN fully up): 
 
 
 

Input 
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Output 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
メータリング 

 
 
 
 
動作環境 

 
 
 
 
電源 

 
 
 
 
 
 
 
 
寸法と重量 
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アクセサリー 
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CE Declaration of Conformity 
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Warranty and Technical Support 
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